２０１７年度第３回常任幹事会議事録
日　時　　２０１７年１１月１０日（金）１５時３０分～１７時００分
場　所　　東京理科大学森戸会館地下会議室
出席者　　出席者　中込支部長、上原、鈴木副支部長、安田監事、会田・上野・奥村・川田・国村・桑原・佐藤・敷野・鈴木（保）・谷合・津越・並木・野村・林・本田・由井各常任幹事、東海林幹事・宮村参与（以上22名）　
１．前回議事録の確認
　　中込支部長より、去る7月6日(木)に開催された2017年度第2回常任幹事会議事録（別紙３－１）については mail 審議のうえ、会議の席で一部修正を確認して承認した。
　　２．報告事項
（１）会計中間報告
　　　鈴木副支部長より、（別紙３－２）に基づき支部会計中間報告（10月31日現在）があった。既に実施されている講習会については、ほぼ予定通りに実施されていることが報告された。今後開催されるものや現在会計処理中のものについては、次回の常任幹事会で報告する。
（２）第31回新潟地区部会研究発表会報告
　　　奥村常任幹事より、（別紙３－３）のとおり9月22日(金)（新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」）において開催され、特別講演2件、一般講演5件ポスターセッション 13 件および地区部会特別賞の表彰式、意見交換会などが行われ、活発な意見交換が行われたとの報告があった（参加者70名）。また、次年度以降の地区部会賞の運営については今後検討したい。
（３）本部支部連絡会議報告
　　　中込支部長より、去る9月9 ～12日に東京理科大学で行われた年会時に開催された本部支部連絡会議について、次のとおり報告があった。①本部主催の討論会が開催されることが決定された。この決定により本部主催の年会・討論会が 2 年ごとに開催される。ただし、本部主催の年会・討論会の開催地は関東支部とは限らないということであり、北海道支部の後に追加されることになる。
（４）「ぶんせき」編集委員会報告
　　　安田常任幹事から報告があった。来年度の特集号のテーマを検討中であることが報告された。また、順次執筆依頼が発送されるので、原稿の執筆に御協力いただきたいというお願いがあった。
（５）「分析化学」編集委員会報告

　　　梅村常任幹事からの報告書類（別紙３－４）に基づいて東海林常任幹事より説明があった。若手初論文賞の選考方法の変更や審査体制(2 人制から1 人制に変更)の変更について報告があった。①2017年は年間特集「膜」、6 月の編集委員会特集は「大気環境と分析化学」への執筆依頼があった。また、次年度については編集委員の交代をお願いしたいとのことであり、協議事項で協議されることになった。
（６）「Anal. Sci.」編集委員会報告
上野常任幹事課らの報告書類（別紙３－５）に基づいて報告があった。特集号の企画や海外編集委員の依頼状況などが報告された。Accepted から公開されるまでの時間を短縮するような施策を検討していることも報告された。また、最近インパクトファクターが低下傾向にあり、その対策が検討されていることも報告された。
（７）理事会報告
　　　　中込支部長より、直近開催理事会での内容は (3) 本部支部連絡会議報告以外には特になし
（８）機器分析講習会（第2,3,4コース）報告
　　　（別紙３－６）のとおり報告があった。
①鈴木副支部長より、第２コースは7月27日(水)～29日(金)慶応義塾大学薬学部にて開催、参加者34名（うち講義のみ4名）との報告があった。
②鈴木副支部長より、第3コースは11月21 日(火), 22日(水)の 2 日間島津製作所東京支社にて開催を予定していることが報告された。現状の申し込み者は 6 人前後、「異物・異臭分析の基礎と実際」というテーマでの実施を予定している。講師依頼をしている関係上少人数でも開催するとの報告があった。

③並木常任幹事より，第4コ－スは環境規制に関する分析手法RoHS分析を中心に～として㈱日立ハイテクサイエンスにおいて2017年3月1日(木)～2日(金)に開催したい。内容については 2016 年度と同様を予定しているが、講師変更の可能性もある。フタル酸エステル・六価クロムの分析についてはニーズが高く内容・日程などが決まったら参加者募集を開始する予定であることが報告された。

協賛・共催(共同主催)等の違いついての規定などを確認して使用しなくてはならない。また、相手学会への打診手続きや会誌・会告への掲載は相手学会ごとに異なってくるなど日程的な問題もある。また第 4 コースの現在の開催日では2017 年度ではなく2018年度の行事になってしまうので、そこについても今後再検討されることになった。

（９）分析基礎実習講座（Ａコース）・（Bコース）報告
　　　　林常任幹事より（Ａコース）は（別紙３－７）のとおり東京理科大において8月24日(水),25日(金)に開催し、参加者37名であった。2 日間の実習にしたことで参加者数が大幅に増加した。参加者数の増加に伴い、技量の二極化が起こったが、アンケート結果では高い満足度を維持できた。次年度については今年度の結果も踏まえてよりよい実習を行いたい。
敷野常任幹事より（Bコース）2018年2月8日(木)・9日(金)、㈱パーキンエルマージャパンにおいて開催を予定しているとの報告があった。
（10）支部ニュ－ス報告
　　　　担当者欠席のため、報告はなし。
（11）第14回茨城地区分析技術交流会報告
津越常任幹事より、12月1日(金)いばらき量子ビーム研究センターにおいて技術交流会（講演会およびポスターセッション）（講演4件・ポスター発表・企業展示・ポスター賞）が開催予定との報告があった。（別紙３－８）できるだけ多くの参加者にご参加いただきたいという報告があった。
（12）若手交流会
　　　豊田先生の代理で東海林常任幹事より2017 年度若手報告会の報告があった。（別紙３－９）43 人学生、21 人一般の参加者があった。 3 人の博士課程招待講演。多数の若手の参加があり、活発な討論がなされている。今年度から新しい会計処理の書式で報告されている。ただ、この書式だと会計の全体像ではないので、”会計報告”ではなく”補助金の収支報告”という方が適切であろうという意見があり、全体の会計報告については別途報告方法を検討することとなった。
（13）第66年会の報告
別紙に則り宮村大会実行委員長より報告があった。支部からの全面的な協力で無事終了した事が報告された。また、本日の反省会で全ての行事が終了し、その後会計報告が行われる予定である。4 日間という会期などについて再検討が必要であることが報告された。
（14）その他  :  特になし
３．協議事項
（１）2017年度新世紀賞・新世紀新人賞候補者推薦の件
　　　　中込支部長より今年度の応募状況が報告された。新世紀賞・新世紀新人賞共に応募があり、今後、学会賞等推薦委員会における審査に入ることが報告された。今後は1月の幹事会にて選考結果の承認を行い、同日幹事会後に受賞講演会を行う予定である。

（２）代議員候補者推薦の件(2018年度)
　　　中込支部長より、本部より代議員候補者の推薦依頼が届いており、現在関東支部としての別紙３－１０のように推薦候補者を連絡した事が報告され、承認された。
（３）千葉県分析化学交流会の件
　　　東常任幹事不在の為、中込先生から（別紙３－１１）のとおり報告された。2017 年 12 月 22日(火)に東京理科大の校舎を会場として開催されることが報告された。関東支部は”後援”になっている。会計報告については実施後報告される。
（４）次年度支部選出編集委員推薦の件
　　　中込支部長より、次年度の担当編集委員選出について説明され、「分析化学」は梅村知也常任幹事から変更（新任）、「ぶんせき」は加藤　大　常任幹事から変更（新任)、「英文誌」は上野常任幹事のまま留任、ということになった。11　月中に中込先生から事務局に新担当予定者を連絡することとなった。
（５）次期役員候補者推薦委員会委員の件
中込支部長より、次期役員候補者推薦委員会は学会賞等推薦委員会と同日に行うため、学会賞等推薦委員会委員が次期役員候補者推薦委員会委員を兼任することが提案され（別紙３－１２）、下記のとおり委嘱することを承認した。

　　　　委員長　　中込　和哉
　　　　委　員　　内山　一美　　鈴木　康志　　　望月　直樹　　会田　秀樹
川田　　哲　　川原　正博　　　林　　英男　　鈴木　保任
本田　俊哉　　安田　純子
（６）第 68 年会の件
　　　中込支部長よりまだ第68年会については実際の動きはないが、場所は千葉大学西千葉キャンパスで開催が予定され、藤浪先生が実行委員長になっていることが報告された。第 66 年会の Know How を引き継いで実施・運営していただきたいとの報告があった。
（７）支部 HP の件

谷合常任幹事より、支部の広報力強化のため、昨年からHP のデザインを刷新するべく作業が進められている。（別紙３－１３）2017 年度 4 月に本部 web サーバーのシステムが変更されていることに伴って新しいシステムが稼働しており、この新システムに対応した HP のデザイン案が提示された。コンテンツの更新などについては今後も支部ネットワーク担当が担当すること、経費については会計報告上、実際の作業が完了した年度の臨時支出として対応したいとのことであった。現在のデザイン案について一部、変更・修正意見が出され、今後の作成作業内で対応することとなった。関東支部独自の連絡先登録窓口を HP 上に設け、希望者からmail address 等の連絡先情報を収集するシステムについても新 HP 内に組み込む方向で作業を進めることとなった。

（８）幹事会・新年会の件

本田常任幹事より、標記会合を2018年1月9日(火)に日立製作所秋葉原ダイビルにて開催する旨報告があった。スケジュールについては例年通り13時より、①幹事会②新世紀賞・新世紀賞新人賞講演会③新年交流会とすることが承認された。

（９）その他
上原常任幹事より、JAIMAの講習会の PR と教員募集の情報配信の事前連絡があった。

